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現在、中央労働委員会で進められている「昇進事件」の和解交渉を展望する上で、重要である今年度「昇

進・昇格試験」第一次試験合否発表の国労受験者結果の集約真っ只中という緊迫した状況下の、８月２０日、

国労東日本本部は第８回組織拡大会議を東京・新橋の交通ビルで開催した。

会議は、各地方から、「昇進試験の動向・合否状況」、「組織強化・拡大に向けた取り組み」などの報告を全

体で交流し、当面する昇進和解では「差別の立証から具体的是正、組織拡大へ！」運動の意思統一をした。

なり線区別交流とか、上部機関からの組織拡大激励の要請と
か迅速な対応に努めている。」（東京・相模）、「この間、地区本
部としては試験に受験しようと進めてきた。同時に、どう職
場で差別の是正を求めていくのかが大切！当初は受ける個人の
問題だったが、受験者の交流会をやったり、少しずつ全体で考
えるようにもなってきた。」（東京・大宮）と、１地区本部・３
支部の仲間から貴重な経験に基づいた報告を受けた。

会議の締めくくりに集約した伊藤書記
長は、「①昇進問題の今後の進め方は、
試験の詳細な分析から地方代表者会議を
踏まえて対応していく。②新たな状況の
もとでの共通認識は一致できた。各地方
は引き続き、二次試験に向けたご指導を
お願いしたい。③拡大を図る上で不利益
の払拭は重要であり、次への展望に向け
てきわめて重要である。④昨年の配属和
解以降、点で見るのか線で見るのか、そ
して面で見るのか！東日本が組織拡大を
図るための一歩にしていただきたい。」
からなる集約をし、最後に佐藤委員長の
団結がんばろーで組織拡大に向けた意思
統一をした。

会議は藤野副委員長の司会に始まり、冒頭挨拶に立った佐
藤委員長は、「13名の組織拡大が出来たこの一年間の闘いの総
括を持ち寄り大会が９月に開催できることを全員で喜び合い、
また飛躍の決意を固めあいたい～更に、『安全安定輸送の確立』
に向けた『仕事総点検運動』も少しずつ前進が見られていま
す。」と、この間の各地方の具体的な成果に敬意を表した。続
けて、「将来を見据え大局的見地から和解を成功させ、これを
契機に『組織的反転攻勢』に転じていなければなりません。
組織の拡大に指導部の総決起を強く求めたい。」（委員長挨拶
の全文は東日本ホームページにて）と、参加者に訴えた。
続いて、昨年の「組織会議」以降の経過及び今後の提起（東
日本ホームページにて）を、伊藤書記長が報告し参加者の発
言を要請した。
各地方からは、①05昇進試験に向けた国労組合員・他労組

組合員の意見・言動。②05昇進試験に向けた会社動向の特徴。
③05昇進試験一次試験合否状況の特徴。④国労の組織強化・
拡大に向けた各地方本部の考え方・取り
組み。について報告。
この間、組織拡大を勝ち取った仲間か

らの報告では、「地方の会議では、組合
を脱退して行った仲間への気持ちは様々
あるが、他労組に行ってもしっくりいっ
ていない人もいる。繋がりを大事にし分
会活動を活性化する中で、一歩前に出た
取り組みが拡大に結びつく。」（盛岡・青
森）、「若い仲間の国労加入ということで
当初こら側も躊躇する気持ちもあった
が、今では職場の先輩と相談してがんば
っている。われわれの活動は絶対、花が
咲く。」（東京・大宮）、「差別を明らかに
～差別の是正！そして、組織の拡大！で
やってきた。現在、営業職だけの支部に
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婦人部は、７月９日～10日、長野県軽井沢、ホテル藤屋にて第15
回明るく元気に学習交流会を開催しました。
まず、東日本本部伊藤書記長より、情勢と当面する闘いの提起を
受け、続いて、前衆議院議員山口わか子さんから「危機にさらされ
る憲法」と題して講演を受けました。夕食時の交流では、地元産の
ワインで乾杯し、自分
の近況、思っているこ
となどを話し、
二日目は職場実態を
中心に話し合いまし
た。テレフォンセンタ
ーが委託になり、出札
となったが、ろくに研
修もさせてもらえず苦労した事、鉄や勤務の連続は体力的にもつら
い、育児休職に入った人がいるのに後補充もなく仕事が回らない、
等々厳しい実態報告がだされました。他にも自分の身体、健康につ
いて、子どもの事、又親の介護の話とか、婦人部ならではの幅広い
交流となりました。参加者からも、他の人の話を聞いて参考になる、
元気が出た、悩んでいるのは自分だけじゃないと気が楽になった、
参加してよかったという声もありました。
毎回の取り組みですが、厳しい中、闘い続けている10名の女性闘
争団員に色紙に寄せ書きと、カンパをお願いしました。集まったカ
ンパで記念品を買い、色紙とともに送ります。また、来年も元気に
集まりましょうと最後に婦人部長の団結ガンバローで全日程を終了
しました。家族（子供）含めて、全体で23名の参加でした。

東日本青年部では８月６～７日の２日間、「夏の交流会」
を福島県西郷村にて開催しました。今年は例年と比べて少
ない参加者数となってしまいましたが、青年部員の家族を
はじめ私鉄や自治体の仲間も加わり賑やかな交流会になり
ました。
96年から始まって９回目を迎えた交流会ですが、今年は

海から山へと場所を変えて国労ＯＢの藤田節夫さんが経営
する「ペンション西
の郷」のお世話にな
りました。
都会の喧騒から解
放され、豊かな自然
に包まれながらの沢
遊び。夏の星座と蛍
の光のコラボレーシ
ョンを楽しみなが

ら盛り上がったバーベキューなど、今となっては懐かし
い？子どもの頃に過ごした夏休みを思い出すような交流会
となり大満足との声も！
翌日の蕎麦打ち体験では、藤田さんの指導の元で各々悪

戦苦闘をしながら、オリジナリティー溢れる蕎麦を完成さ
せて参加者全員で味わいながら楽しかった２日間の幕を閉
じました。最後になりますが、２日間お世話になりました
「ペンション西の郷」の藤田さんに紙面をお借りしてお礼申
し上げます。

被爆から60年の節目を迎えた今年８月８日、国労本部と国労被対協主催の「被爆60年学習交流集会」が全国から150名も
の仲間の参加により開催された。
冒頭、長崎地区本部が作成したＤＶＤ「この怒りを」を上映。国労本部の主催者あいさつに続いて挨拶をした九州エリア

本部飯田委員長は「一発の原爆で広島・長崎は一瞬にして廃墟となり、多くの生命が奪われた。現在平均年齢73歳となった
被爆者は今日なお不安にさいなまれている。この現実を見るときに戦後はまだ
終わっていない。我々に何ができるのか！」と参加者に強調した。
その後、広島・長崎の先輩より被爆体験、地元共闘の仲間より報告され、と

りわけ、広島被対協の原さんは「広島・長崎に落としたのは国際犯罪である。
一般市民を無差別に虐殺した。日本の将来を担う若い人に平和を守ってもらい
たい。」と訴えた。
翌９日は第33回国鉄原爆死没者慰霊式が行われ、戦後60年、一方で戦前回帰

が始まっていると言われる危険な情勢の中で、被対協運動を通し、戦争や被爆
の悲惨さを風化させず、平和の尊さを学び、語り繋げていくことを参加者によ
る献花で誓いあった。


